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意　　　義 偖ｩ��&9&�9�,�*�*(,Hｦﾙ]ｸ+2�開発区域総面積に対する緑地等の合計面積の割 れるべき、みどり、の量と 質の保全水準である。 ���
ロ 

基　準　等 偖ｩ��&9&�9�,ﾈ�]8,ﾈ齷�(ﾄ��

件，都市機能の集積の状況 

等により個別に算出 

（住宅）

100血未満　　　　　　　　　15％以上

gZ慧Y＝15亮（Ⅹ－100）以上

（：

700血以上

l l 摘要 俑�ﾎ9�h+ﾘ,僞�&�.(�)}��8ﾋB�住宅団地，工場団地における緑被率は，グリー 
野を住居，商業業務，工業， 文教厚生の用途に供する際 に適用するほか，既存の都 市の再開発に当たってもこ れを適用していく。 �987�6ｨ7ﾘ8�,兔�*h,H*(*ﾙTｹwh*ｨ*�.��"�
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設計の概要の

（30．3．31

土地区画整理

の割合

施行地区内に

いて1人当た

地区の面積の


